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2J 超音波パルスドプラ法による門脈血流の生理
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【H的】パルス ドプラ法を用いて, カロリー負

荷 ならびに嶋崎 ･嘩 卜･消化管の伸展刺激が門

脈血流鼻に及ぼす影響を検討した.

【方法】対象は肝機能が正常な 20代女性 3名.

負荷内容は 150,350,550kcalの固形カロリーメ

イ ト負荷,液体カロリ-メイト負荷,パラフィン

脚 乳 飲水負荷とした.計測は門脈右枝が最も明

瞭に描出される部位 で行った.

持去緊】各種カロ リー負荷により,門脈血流鼠

は負荷後15-30分で最大となり,血流茎遠が摂取

前の状態に戻るまでには 1-3時間を要した.こ

の時閲はカロリ-韻の増加に伴い延長した.最大

門脈血流 を釦よ摂取 カロリ-星に比例 して増加す

る傾向が認められ,550kcal摂取では30分後に負

荷前の 2倍まで増加 した.また,カロリ-負荷の

ないパラフィン姐噂や飲水においても約 30%血

流が増加 した.

【結論】門脈とflL流の増加はカロリ-負荷に加え

て矧 暦 ･降下 弓削 ヒ管の伸展など多くの要素が

関与 しているものと思われた.
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症 例 は 88歳 , 女性 , 胆 道 再建 術後も頻回 に胆

管 炎 を繰 り返 し,2005/10/24再度胆管炎にて 入

[;I,-i ll/1両祝 II､欄持上LT､LJ)111j二日申.りIl.追ILIJIll'".LJ)偉,

シ ョ ック状態 とな り気 管 内挿管後CT施行.頭部

は 賢帝 無 しだ が,右 心 系 及 び左心系にもairdensi-

tyを認 め た. その 後 VF 損現し除細動を計5回施

紘 ll/2に は血管 内 の a豆Tdensityは全て消失し

たが,肝表面に浦川重出現.食事開始後に肝膿壕の

出現を認めたが肝膿壕 ドレナ-ジにて,炎症は速

やかに改落し,1/31退院.今症例は術後変化,頻

回の胆管炎による胆管壁の脆弱化を元に,検査時

の胆道内庄上昇及びカニュ-レにより,網管肝静

脈 境 を形成 し,多鼠の airが肝静脈を介 し,大循

環系に流入したと考えられた.頭低位保持にて脳

塞栓 を予防 し得た.胆道再建術後及び肝生検,

FrCD後の患者への ERCPは,空気塞栓も合併症

として念頭におく必要があると考えられた.
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【ほじ裾 二】

肝血管肉腫はrrは管内癌細 泡由来の腫癌で,肝原

発性悪性肺癌剖検例のなかで約 1%程度 と稀 な

疾患である.叛封刃として トロ トラス ト,塩化どこ

-ルモノマ-などの関連が指摘 されているが原

因不明のものが大半を占める.予後は極めて不良

で確立された治療法はない.

【目的】

今回我々は画像診断及び病理組織学的所見で

肝血管肉腫と診断 した症例を経験 したので若 干

の文献的考察を加え報告する.

【方怯】

1994-2005年までに本邦で報告 された 30例

に当院において経験 された 1症例を加え年齢,性

別,原因,主訴,診断根拠, さら後について検討を

行 った.

症 例 は 79歳 , 男 性 . 開 示は心簡部将と腹部膨

満 感 . 当院 で帽 息 , 肺 気 腫で外来通院 していた.

突 然 の心髄 部痛 が出現 し当院 を受診,肝機能異常

と青銅 lを認 め, 腹 部超 都 度検 査 で多発性肝腫域,

撒 水 が あ り入院 とな った. 腹 部造 影 CTで肝臓と

肺 臓 にび まん性 の 高吸収 域 , 及び 多 鼠の腹水を認

め, 画像 所 見 よ り肝 血管 肉腫 と診 断 した.入院後

徐 々に腹 部膨 満 感 が増 強 し書射ぬ増 悪 , 入院 第 9日


